
こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
御
代
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
32 ‒ 
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増
加
す
る
遊
休
農
地

　

担
い
手
不
足
や
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
に
よ
り
遊
休
農
地
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
見
て
、
こ
こ
５
年
間
で
耕

作
放
棄
地
は
約
３
割
も
増
え
て

い
ま
す
。
町
内
で
は
、
約
60
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
荒
廃
地
を
含
む
遊

休
農
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
復
旧
可
能
な
農
地
は
約

12
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
単
に
雑
草
の

繁
茂
や
病
害
虫
の
発
生
、
有
害

鳥
獣
の
侵
入
・
繁
殖
、
道
水
路

の
機
能
低
下
な
ど
の
農
業
現
場

で
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
環
境

の
悪
化
や
広
く
国
民
の
食
料
確

保
と
い
う
こ
と
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
さ
ら
に
荒

廃
し
た
農
地
が
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
遊

休
農
地
に
な
る
と
、
も
と
の
農

地
と
し
て
の
利
用
が
難
し
い
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

農
業
的
な
活
用

　

で
は
、
遊
休
農
地
を
ど
の
よ

う
に
有
効
活
用
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

耕
作
を
放
棄
す
る
最
大
の
理

由
は「
労
働
力
の
不
足
」で
す
。

し
か
し
、
所
在
な
ど
の
条
件
に

恵
ま
れ
た
農
地
は
、
労
働
力
が

あ
れ
ば
も
と
の
農
地
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
遊
休
農
地
を
引
き

続
き
農
地
と
し
て
活
用
す
る
方

法
が
農
業
的
活
用
で
す
。

農
地
の
保
全
管
理
が
困
難
な
方
は

　

農
業
委
員
会
と
産
業
建
設
課

農
林
政
策
係
で
は
こ
れ
以
上
遊

休
農
地
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、

貸
し
て
も
ら
え
る
農
地
を
集
計

し
て
、
認
定
農
業
者
を
含
む
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を

促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
保
全
管
理
を
で
き
な

い
方
で
農
地
を
貸
し
た
い
方
は
、

農
地
の
所
在
な
ど
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

限
り
あ
る
農
地
を
有
効
活
用
！

空
い
て
い
る
農
地
を
貸
し
ま
せ
ん
か
？
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「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

受
講
生
募
集

　

町
公
民
館
で
は「
パ
ソ
コ
ン
教

室
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス
」を

開
講
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
操
作
に
つ
い
て
初
歩
か
ら
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

実
施
日

11
月
６
日（
火
）、
８
日（
木
）

　
　

13
日（
火
）、
15
日（
木
）

時　
　

間

昼
の
教
室　

午
前
10
時
か
ら
正
午

夜
の
教
室　

午
後
７
時
か
ら
９
時

対　
　

象

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の
方
、

マ
ウ
ス
操
作
・
日
本
語
入
力
の
で

き
る
方
、
町
民
ま
た
は
町
内
に
勤

務
し
て
い
る
方

募
集
人
員　

各
教
室　

11
名

参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

講　
　

師

昼
の
教
室　

西
村
世
伊
子
先
生

夜
の
教
室　

西
村　

紀
彦
先
生

申
込
方
法

10
月
13
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
９

時
30
分
ま
で
、
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

ロ
ビ
ー
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
希
望
者
が
11
名
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
公
民
館（
32
）２
７
７
０

「女性農業者セミナー」参加者募集！
農村を担う農村女性として必要な、農業及び生
活などに関する基礎的知識と技術を習得するこ
とを目的に開催します。

対 象 者　町在住の女性農業者
募集人員　20名
募集期間　10月19日（金）までに電話で申し込みください。
　　　　　定員になり次第締め切らさせていただきます。
主　　催　御代田町、佐久農業改良普及センター

日程・内容
開催期日 講座内容  開催期日 講座内容

第
１
回
10月26日
（金） 

開講式
御代田町の農業について
第４次農村女性プランについて

第
４
回

1月31日 
（木）

農村女性活動交換会 
（講演会：地産地消と食事改善など 
 講　師：NPO法人日本綜合医学理事会 井上明） 

第
２
回

11月中旬
料理講習会
（地元農産物等を活用した加工品づくり） 
講師：農村女性マイスターほか

第
５
回

2月中旬
食品の衛生管理について
環境にやさしい農業技術

第
３
回

12月上旬
視察研修会
（近隣の農産物加工施設等）

第
６
回

3月下旬
我が家の生活設計と家族経営協定について 
（事例発表）

申込・問い合わせ先
産業建設課農林政策係　内線26



地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

生活環境課 環境衛生係　Tel 32 - 3111　内線47

環境衛生情報

　

地
球
は
、
太
陽
か
ら
の
熱
に
よ
り
温
め
ら

れ
、
逆
に
宇
宙
に
向
け
て
熱
を
放
出
し
て
冷

え
て
い
ま
す
。

　

地
球
の
大
気
中
に
は
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

「
温
室
効
果
ガ
ス
」と
呼
ば
れ
る
熱
を
逃
が
さ

な
い
性
質
を
持
つ
気
体
が
あ
っ
て
、
太
陽
で

温
め
ら
れ
た
熱
の
一
部
を
地
表
に
蓄
え
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
地
球
の
平

均
気
温
が
決
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の「
温
室
効
果
ガ
ス
」が
全
く
な
い
と
地

球
の
平
均
気
温
は
-18
℃
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
温
室
効
果
ガ
ス
」が
あ
る
お
か
げ
で
地
球

の
平
均
気
温
は
15
℃
前
後
に
保
た
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
電

気
を
た
く
さ
ん
使
う
よ
う
に
な
り
発
電
所
で
電

気
を
作
る
た
め
に
大
量
の
燃
料
が
使
わ
れ
た
り
、

工
場
や
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
が
増
え
た
り
と

い
っ
た
、人
間
の
生
活
に
よ
っ
て
大
気
中
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
温
室
効
果
が
高
ま
り
、
過
去

に
例
を
見
な
い
速
さ
で
地
球
の
平
均
気
温
が
上

昇
し
て
い
ま
す
。こ
れ
が
地
球
温
暖
化
で
す
。

　

地
球
の
平
均
気
温
は
、
過
去
１
０
０
年
間

に
世
界
全
体
で
０
・
４
〜
０
・
８
℃
、
日
本
で

は
約
１
℃
上
昇
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
を
専
門
と
す
る
各
国
の

科
学
者
た
ち
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
地
球
の
平

均
気
温
は
１
９
９
０
年
か
ら
２
１
０
０
年
ま

で
の
間
に
１
・
４
〜
５
・
８
℃
上
昇
す
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

○
海
面
水
位
が
上
昇
し
陸
地
が
海
中
に
沈
む

○
豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
が
増
加

す
る
、

○
生
態
系
へ
の
影
響
や
砂
漠
化
が
進
行
す
る

○
農
業
生
産
や
水
資
源
に
影
響
が
出
る

○
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
熱
帯
性
の
感
染
症
の
発

生
数
が
増
加
す
る

　

な
ど
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
私
た

ち
人
間
を
含
め
地
球
上
の
生
物
や
気
候
に
対

し
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

既
に
氷
河
な
ど
の
氷
が
溶
け
始
め
た
と
の

報
告
や
、
世
界
各
地
で
の
異
常
気
象
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
で
何
が
起
こ
る
の
？

※
次
回
は「
国・県・町
の
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
動
き
」と「
家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
」を
掲
載
予
定
で
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

❶

『秋の狂犬病予防注射』を実施します

◆注射料3‚200円　◆登録料3‚000円

◎実施日 平成19年10月24日（水）
場　　所 時　　間 場　　所 時　　間

Ｊ Ａ 伍 賀 支 所 9：00～ 9：10 塩野コミュニティー 10：30～10：35
児 玉 集 会 所 9：20～ 9：25 一 里 塚 公 民 館 10：45～10：50
平 和 台 公 民 館 9：35～ 9：45 三 ツ 谷 集 会 所 11：00～11：05
上 宿 集 会 所 9：55～10：00 西軽井沢集会所 11：15～11：25
馬 瀬 口 創 作 館 10：10～10：20 役 場 前 11：35～11：45

狂犬病予防法では、「飼育犬は、生涯1回の登録と毎年1度の予防注射を
すること」と定めています。春の予防注射を受けなかった犬、あるいは
春の注射以降新たに飼われ生後91日以上経過した予防注射未実施の犬
は必ず受けてください。

※予防注射対象犬の健康に異常のある場合や過去に狂犬病予防接種後に異常をおこ
したことのある犬は、動物病院で接種してください。
※犬が死亡したり行方不明になっている場合は、役場環境衛生係までご連絡ください。

10
月
13
日
㈯
の
ご
み
収
集
は
休
み
で
す

　

毎
年
10
月
の
第
２
土
曜
日
は
、
ご
み
の
収
集
業
務
及
び

　

井
戸
沢
最
終
処
分
場
の
定
休
日
で
す
。

　

ご
み
集
積
所
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
井
戸
沢
最
終
処
分
場
も
閉
場
と
な
り
ま
す
。
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